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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同一の負荷に対して電力を供給可能な複数の電力供給手段を備え、一の前記電力供給手
段によって前記負荷へ電力を供給し、前記負荷へ電力を供給している前記電力供給手段に
異常が発生した場合に、前記負荷へ電力を供給する前記電力供給手段を他の前記電力供給
手段へ切り替える電力供給装置であって、
　前記電力供給手段は、
　出力するべき電圧及び電流に対応したパルス幅のパルス電圧を発生させるパルス発生手
段と、
　前記負荷に流れる電流が所定値となるように、前記パルス発生手段が出力するパルス電
圧をフィードバック制御するフィードバック制御手段と、
を具備し、
　前記負荷へ電力を供給している前記電力供給手段に異常が発生し、前記負荷へ電力を供
給する前記電力供給手段を他の前記電力供給手段へ切り替える場合、切替先の前記電力供
給手段が具備する前記パルス発生手段に対するフィードバック制御の制御周期を、切り替
え前の前記電力供給手段における第１周期に比べて早い第２周期とする電力供給装置。
【請求項２】
　前記第２周期は、前記パルス発生手段に対するフィードバック制御が行われることによ
って前記負荷に流れる電流が変化を開始し、安定するまでの時定数よりも早い周期である
請求項１記載の電力供給装置。
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【請求項３】
　前記フィードバック制御手段は、前記時定数に基づいて前記負荷に流れる電流を推算し
、該推算結果に基づいて前記パルス発生手段に対するフィードバック制御を行う請求項２
記載の電力供給装置。
【請求項４】
　前記フィードバック制御の制御周期は、前記負荷へ電力を供給する前記電力供給手段が
他の前記電力供給手段へ切り替えられてから所定時間経過後に、前記第２周期から前記第
１周期へ変更される請求項１から請求項３の何れか１項記載の電力供給装置。
【請求項５】
　出力するべき電圧及び電流に対応したパルス幅のパルス電圧を発生させるパルス発生手
段と、負荷に流れる電流が所定値となるように、前記パルス発生手段が出力するパルス電
圧をフィードバック制御するフィードバック制御手段と、を具備した電力供給手段を複数
備えた電力供給装置を用いて、同一の前記負荷へ電力を供給する前記電力供給手段を切り
替える電力供給切替方法であって、
　前記負荷へ電力を供給している前記電力供給手段に異常が発生したか否かを判定する第
１工程と、
　前記負荷へ電力を供給している前記電力供給手段に異常が発生したと判定され、前記負
荷へ電力を供給する前記電力供給手段を他の前記電力供給手段へ切り替える場合、切替先
の前記電力供給手段が具備する前記パルス発生手段に対するフィードバック制御の制御周
期を、切り替え前の前記電力供給手段における第１周期に比べて早い第２周期とする第２
工程と、
を含む電力供給切替方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電力供給装置及び電力供給切替方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　発電所等で用いられる機器（電磁弁やモータ等）を負荷とし、負荷に電力を供給する電
力供給装置（例えば負荷に流す電流を所定値とする電流出力回路）は、その信頼性を高め
るために、健全性診断が行われている。
【０００３】
　健全性診断の方法として例えば特許文献１には、矩形パルスを含む交流の発生手段をト
ランスの１次側に、２次側に計測、駆動、制御のいずれかを行う被駆動体を直接、あるい
は整流回路を介して接続し、トランスを介して送られる電力により２次側に接続された被
駆動体の動作によって消費されることで生じる１次側電流の変化を測定し、該測定手結果
で前記被駆動体の動作と信号状態の診断を行う方法が記載されている。
【０００４】
　そして、電力供給装置の電力供給手段を多重化（例えば二重化）し、負荷へ電力を供給
している電力供給手段に異常が検出された場合には、負荷へ電力を供給する電力供給手段
を他の電力供給手段へ切り替えることが行われている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－１６８５２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、電力供給装置は、負荷へ電力を供給している電力供給手段に異常が発生
し、負荷へ電力を供給する電力供給手段を他の電力供給手段へ切り替える場合、他の電力
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供給手段の出力をより短時間で負荷が必要とする値にさせなければならない。
　特に、電源からの電力をパルス電圧とし、負荷へ供給するパルス発生部を備える電力供
給手段では、電力供給手段の切り替えが行われた場合、パルス電圧を短時間で、負荷に応
じたパルス電圧にしなければならない。しかし、切替先の電力供給手段は、負荷に関する
情報を有していないため、短時間で負荷に応じたパルス電圧を出力することが困難であっ
た。
【０００７】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであって、負荷へ電力を供給する電力
供給手段を切り替えても、切替先の電力供給手段から出力される電力をより短時間で負荷
が必要とする電力にできる、電力供給装置及び電力供給切替方法を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明の電力供給装置及び電力供給切替方法は以下の手段
を採用する。
【０００９】
　すなわち、本発明の第一態様に係る電力供給装置は、同一の負荷に対して電力を供給可
能な複数の電力供給手段を備え、一の前記電力供給手段によって前記負荷へ電力を供給し
、前記負荷へ電力を供給している前記電力供給手段に異常が発生した場合に、前記負荷へ
電力を供給する前記電力供給手段を他の前記電力供給手段へ切り替える電力供給装置であ
って、前記電力供給手段は、出力するべき電圧及び電流に対応したパルス幅のパルス電圧
を発生させるパルス発生手段と、前記負荷に流れる電流が所定値となるように、前記パル
ス発生手段が出力するパルス電圧をフィードバック制御するフィードバック制御手段と、
を具備し、前記負荷へ電力を供給している前記電力供給手段に異常が発生し、前記負荷へ
電力を供給する前記電力供給手段を他の前記電力供給手段へ切り替える場合、切替先の前
記電力供給手段が具備する前記パルス発生手段に対するフィードバック制御の制御周期を
、切り替え前の前記電力供給手段における第１周期に比べて早い第２周期とする。
【００１０】
　本構成によれば、電力供給装置は、同一の負荷に対して電力を供給可能な複数の電力供
給手段を備え、一の電力供給手段によって負荷へ電力を供給し、負荷へ電力を供給してい
る電力供給手段に異常が発生した場合に、負荷へ電力を供給する電力供給手段を他の電力
供給手段へ切り替える。これにより、負荷への電力の供給が滞ることが防止される。
【００１１】
　電力供給手段は、出力するべき電圧及び電流に対応したパルス幅のパルス電圧を発生さ
せるパルス発生手段と、負荷に流れる電流が所定値となるように、パルス発生手段が出力
するパルス電圧をフィードバック制御するフィードバック制御手段とを備える。
【００１２】
　ここで、電力供給装置は、負荷へ電力を供給している電力供給手段を他の電力供給手段
へ切り替える場合、他の電力供給手段から出力される電力をより短時間で負荷が必要とす
る電力にするために、他の電力供給手段が出力するパルス電圧を短時間で負荷に応じたパ
ルス電圧としなければならない。
【００１３】
　そこで、電力供給装置は、負荷へ電力を供給している電力供給手段に異常が発生し、負
荷へ電力を供給する電力供給手段を他の電力供給手段へ切り替える場合、切替先の電力供
給手段が具備するパルス発生手段に対するフィードバック制御の制御周期を、切り替え前
の電力供給手段における周期に比べて早い（短い）周期とする。
【００１４】
　このように、本構成は、フィードバック制御の制御周期を早めることによって、フィー
ドバック制御を短時間でより多くの回数行うこととなるので、パルス発生手段から出力さ
れるパルス電圧が、負荷に流れる電流が所定値となるようにより短時間で制御されること
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となる。このため、本構成は、負荷へ電力を供給する電力供給手段を切り替えても、切替
先の電力供給手段から出力される電力をより短時間で負荷が必要とする電力にできる。
【００１５】
　また、上記第一態様では、前記第２周期を、前記パルス発生手段に対するフィードバッ
ク制御が行われることによって前記負荷に流れる電流が変化を開始し、安定するまでの時
定数よりも早い周期とすることが好ましい。
【００１６】
　負荷に流れる電流は、フィードバック制御によって、パルス発生手段から出力されるパ
ルス電圧の変化に伴って変化するが、電流が変化を開始して安定するまでは所定の時定数
を有する。そして、従来、フィードバック制御の周期（第１周期）をこの時定数よりも遅
い（長い）周期としていた。しかし、本構成は、切替先の電力供給手段のパルス発生手段
に対するフィードバック制御の第２周期を、負荷に流れる電流が変化を開始して安定する
までの時定数よりも早い周期とするので、切替先の電力供給手段から出力される電力をよ
り短時間で負荷が必要とする電力にできる。
【００１７】
　また、上記第一態様では、前記フィードバック制御手段が、前記時定数に基づいて前記
負荷に流れる電流を推算し、該推算結果に基づいて前記パルス発生手段に対するフィード
バック制御を行うことが好ましい。
【００１８】
　本構成によれば、負荷に流れる電流が変化を開始して安定するまでの時定数よりも早い
第２周期で、切替先の電力供給手段のパルス発生手段に対するフィードバック制御を行う
。しかし、時定数よりも早い周期でフィードバック制御を行うということは、負荷に流れ
る電流を安定する前に検出することとなり、負荷に流れる安定した電流を正確に検出して
いない。そこで、本構成は、時定数に基づいて推算した負荷に流れる電流に基づいてパル
ス発生手段に対するフィードバック制御を行う。これにより、本構成は、パルス発生手段
に対するフィードバック制御を早い周期で行っても、負荷に対する電流の制御を精度良く
行える。
【００１９】
　また、上記第一態様では、前記フィードバック制御の制御周期を、前記負荷へ電力を供
給する前記電力供給手段が他の前記電力供給手段へ切り替えられてから所定時間経過後に
、前記第２周期から前記第１周期へ変更することが好ましい。
【００２０】
　第２周期によるフィードバック制御は、第１周期よりも早いものの、その精度は第１周
期の場合に比べて悪い。そこで、電力供給手段を切り替えてから所定時間経過すると、負
荷に流れる電流は略所定値となることから、本構成は、フィードバック制御の制御周期を
第２周期から第１周期へ変更することにより、負荷に流れる電流に対してより精度の高い
制御を行うことができるようになる。
【００２１】
　また、本発明の第二態様に係る電力供給切替方法は、出力するべき電圧及び電流に対応
したパルス幅のパルス電圧を発生させるパルス発生手段と、負荷に流れる電流が所定値と
なるように、前記パルス発生手段が出力するパルス電圧をフィードバック制御するフィー
ドバック制御手段と、を具備した電力供給手段を複数備えた電力供給装置を用いて、同一
の前記負荷へ電力を供給する前記電力供給手段を切り替える電力供給切替方法であって、
前記負荷へ電力を供給している前記電力供給手段に異常が発生したか否かを判定する第１
工程と、前記負荷へ電力を供給している前記電力供給手段に異常が発生したと判定され、
前記負荷へ電力を供給する前記電力供給手段を他の前記電力供給手段へ切り替える場合、
切替先の前記電力供給手段が具備する前記パルス発生手段に対するフィードバック制御の
制御周期を、切り替え前の前記電力供給手段における第１周期に比べて早い第２周期とす
る第２工程と、を含む。
【発明の効果】
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【００２２】
　本発明によれば、負荷へ電力を供給する電力供給手段を切り替えても、切替先の電力供
給手段から出力される電力をより短時間で負荷が必要とする電力にできる、という優れた
効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の実施形態に係る電力供給装置の構成図である。
【図２】本発明の実施形態に係る電力供給切替処理の流れを示すフローチャートである。
【図３】本発明の実施形態に係るパルス発生部に対してフィードバック制御が行われるこ
とによる負荷電流の時間変化を示したグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下に、本発明に係る電力供給装置及び電力供給切替方法の一実施形態について、図面
を参照して説明する。
【００２５】
　図１は、本実施形態に係る電力供給装置１０の構成を示すブロック図である。本実施形
態に係る電力供給装置１０は、一例として発電所に設けられ、発電所で用いる機器（電磁
弁やモータ等）を負荷１２としている。そして、電力供給装置１０は、負荷１２に対して
電力を供給可能な電力供給手段として、負荷１２へ所定値の電流を流す定電流出力回路１
４Ａ，１４Ｂを備える。以下の説明において、各定電流出力回路１４Ａ，１４Ｂを区別す
る場合は、符号の末尾にＡ～Ｂの何れかを付し、各定電流出力回路１４Ａ，１４Ｂを区別
しない場合は、末尾のＡ～Ｂを省略する。
【００２６】
　電力供給装置１０は、一の定電流出力回路１４によって負荷１２へ電力を供給し、負荷
１２へ電力を供給している定電流出力回路１４に異常が発生した場合に、負荷１２へ電力
を供給する定電流出力回路１４を他の定電流出力回路１４へ切り替える。すなわち、電力
供給装置１０は、定電流出力回路１４を二重化しており、一方の定電流出力回路１４で負
荷１２へ電力供給させ、他方の定電流出力回路１４を予備機として待機させている。なお
、予備機とされている定電流出力回路１４は、何時でも負荷１２へ電力を供給できるよう
に電源が投入され、電力を供給していない状態（以下、「待機状態」という。）とされて
いる。このように、定電流出力回路１４を多重化（本実施形態では二重化）する構成によ
り、負荷１２への電力の供給が滞ることが防止される。
【００２７】
　定電流出力回路１４は、パルス発生部２０、絶縁トランス２２、及び整流部２４を備え
る。
【００２８】
　パルス発生部２０は、絶縁トランス２２の一次側に接続されており、電源から電力が供
給され、出力するべき電圧及び電流に対応したパルス幅のパルス電圧を発生させる。すな
わち、定電流出力回路１４は、パルス発生部２０によるパルス幅変調（ＰＷＭ：pulse wi
dth modulation）により、負荷１２へ流す電流を定電流とする。パルス発生部２０が発生
するパルス電圧は、矩形波又はサイン波からなる交流である。なお、上述した定電流出力
回路１４が、負荷１２へ電力を供給していない待機状態とは、すくなくとも、パルス発生
部２０を駆動させていない状態である。
【００２９】
　整流部２４は、絶縁トランス２２の二次側に接続されており、絶縁トランス２２から出
力された電圧をダイオード及びコンデンサによって整流し、負荷１２へ印加する。
【００３０】
　また、定電流出力回路１４は、ＡＤ変換器２６Ａ，２６Ｂ、２次側電流推定部２８、及
びＰＩフィードバック制御部３０を備える。
【００３１】
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　ＡＤ変換器２６Ａは、パルス発生部２０から出力された電圧値をデジタル値（電圧値）
へアナログ／デジタル変換（以下、「ＡＤ変換」という。）し、２次側電流推定部２８へ
出力する。
【００３２】
　ＡＤ変換器２６Ｂは、１次側の電流値をデジタル値（電圧値）へＡＤ変換し、２次側電
流推定部２８へ出力する。
【００３３】
　２次側電流推定部２８は、ＡＤ変換器２６Ａから入力された電圧値とＡＤ変換器２６Ｂ
から入力された電圧値とに基づいて、二次側、すなわち負荷１２に流れる電流（以下、「
負荷電流」という。）の値を推定し、推定値をＰＩフィードバック制御部３０へ出力する
。
【００３４】
　ＰＩフィードバック制御部３０は、負荷１２に流れる電流が所定値（要求電流値）とな
るように、パルス発生部２０が出力するパルス電圧をフィードバック制御する。具体的に
は、ＰＩフィードバック制御部３０は、２次側電流推定部２８から入力された推定値と要
求電流値とに基づいたＰＩ制御（比例積分制御）によって、パルス発生部２０の設定値（
以下、「ＰＷＭ設定値」という。）であるパルス電圧のパルス幅を決定し、該パルス幅を
パルス発生部２０へ出力する。このため、パルス発生部２０は、ＰＩフィードバック制御
部３０から入力されたパルス幅でパルス電圧を出力することとなる。これにより、より精
度高く負荷電流を所定値とすることができるようになる。
【００３５】
　また、定電流出力回路１４は、定電流出力回路１４に異常が発生したか否かを検出する
異常検出部３２を備える。定電流出力回路１４の異常とは、例えば、予め定められた範囲
外の電流が負荷１２へ継続して流されている場合等である。異常検出部３２によって、定
電流出力回路１４に異常の発生が検出されると、負荷１２に電力を供給している定電流出
力回路１４は、負荷１２への電力の供給を停止する。また、異常の検出に伴い、異常検出
部３２は、異常検出信号を出力する。異常検出信号は、通信部３４を介して、待機状態と
されている他の定電流出力回路１４へ送信される。
【００３６】
　そして、待機状態にある他の定電流出力回路１４が異常検出信号を受信すると、受信し
た定電流出力回路１４がパルス発生部２０の駆動を開始する。これにより、負荷１２への
電力の供給元が、待機状態にある他の定電流出力回路１４に切り替えられる。
【００３７】
　上記のように、本実施形態に係る定電流出力回路１４は、フィードバック制御により負
荷電流を所定値としている。このため、電力供給装置１０は、負荷１２へ電力を供給する
定電流出力回路１４を待機状態にある他の定電流出力回路１４へ切り替える場合、切替先
の定電流出力回路１４から出力される電力をより短時間で負荷１２が必要とする電力にす
るために、切替先の定電流出力回路１４が出力するパルス電圧を短時間で負荷１２に応じ
たパルス電圧としなければならない。
【００３８】
　そこで、本実施形態に係る電力供給装置１０は、負荷１２へ電力を供給している定電流
出力回路１４に異常が発生し、負荷１２へ電力を供給する定電流出力回路１４を他の定電
流出力回路１４へ切り替える場合、切替先の定電流出力回路１４が具備するパルス発生部
２０に対するフィードバック制御の周期を、切り替え前の定電流出力回路１４における第
１周期に比べて早い（短い）第２周期とする。第１周期は、換言すると通常のパルス発生
部２０の駆動時におけるフィードバック制御の周期である。
【００３９】
　次に、図２に示される本実施形態に係る電力供給切替処理の流れを示すフローチャート
を用いて、本実施形態に係る電力供給装置１０の作用を具体的に説明する。なお、図２に
示されるフローチャートは、定電流出力回路１４Ａが負荷１２へ電力を供給し、定電流出
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力回路１４Ｂを待機状態とした場合における、定電流出力回路１４Ｂの動作を示したフロ
ーチャートである。
【００４０】
　ステップ１００では、定電流出力回路１４Ａから通信部３４を介して異常検出信号を受
信したか否かが判定され、受信した場合にステップ１０２へ移行し、受信していない場合
には、引き続き異常検出信号を受信したか否かの判定が繰り返される。なお、異常検出信
号の受信判定は、例えば通信部３４に設けられた演算装置で行われ、異常検出信号を受信
したことを示す判定結果は、通信部３４からＡＤ変換器２６Ａ，２６Ｂ、２次側電流推定
部２８、及びＰＩフィードバック制御部３０へ出力される。定電流出力回路１４Ａが備え
る異常検出部３２が異常を検出すると、定電流出力回路１４Ａから負荷１２への電力の供
給は停止される。
【００４１】
　ステップ１０２では、予め定められた値（ＰＩ制御に用いるゲイン等）を用いてＰＩフ
ィードバック制御部３０で算出されたＰＷＭ設定値に基づいたパルス電圧が、パルス発生
部２０から出力される。これにより、定電流出力回路１４Ｂから負荷１２への電力の供給
が開始されることとなる。しかし、このときの負荷電流は、必ずしも適した値となってい
ない。この負荷電流は、フィードバック制御に必要なフィードバック値を得るために流し
た電流だからである。
【００４２】
　次のステップ１０４では、パルス発生部２０から出力されるパルス電圧が、負荷電流を
所定値にするように、ＰＩフィードバック制御部３０によって第２周期でフィードバック
制御される。なお、ＡＤ変換器２６Ａ，２６Ｂ、２次側電流推定部２８、及びＰＩフィー
ドバック制御部３０は、ステップ１００で通信部３４から出力された判定結果をトリガと
して、フィードバック制御に必要な各処理を開始する。これにより、定電流出力回路１４
Ｂから負荷１２への電力の供給が開始されることとなる。
【００４３】
　ここで、本実施形態に係る第１周期及び第２周期について図３を参照して説明する。図
３は、パルス発生部２０に対してフィードバック制御が行われることによる負荷電流の時
間変化を示したグラフである。なお、本実施形態では、一例として第１周期を５ｍｓｅｃ
とし、第２周期を１ｍｓｅｃとするが、第１周期及び第２周期の値はこれに限られない。
　負荷電流は、フィードバック制御によって、パルス発生部２０から出力されるパルス電
圧のパルス幅が変化することに伴い変化するが、変化を開始して安定するまでに図３に示
されるように所定の時定数を有する。
【００４４】
　そして、パルス発生部２０の通常の駆動におけるフィードバック制御の周期である第１
周期は、時定数よりも遅い（長い）周期とされている。第１周期を時定数よりも遅い周期
とすることで、変動が無い安定した負荷電流に基づいてフィードバック制御が行われるこ
ととなるので、負荷電流に対してより精度の高い制御を行うことができる。
　一方、第２周期は、時定数よりも早い周期とされている。これにより、本実施形態に係
る電力供給装置１０は、フィードバック制御を短時間でより多くの回数行うこととなるの
で、パルス発生部２０から出力されるパルス電圧が、負荷電流を所定値とするようにより
短時間で制御されることとなる。
【００４５】
　具体的には、ＡＤ変換器２６Ｂが、第２周期で１次側の電流値をＡＤ変換し、２次側電
流推定部２８へ出力することにより、第２周期によるフィードバック制御が実現される。
これと共に、ＡＤ変換器２６Ａも第２周期で１次側の電圧値をＡＤ変換し、２次側電流推
定部２８へ出力する。
【００４６】
　このように本実施形態に係る電力供給装置１０は、負荷電流が変化を開始して安定する
までの時定数よりも早い第２周期で、切替先の定電流出力回路１４のパルス発生部２０に
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対するフィードバック制御を行う。しかし、時定数よりも早い周期でフィードバック制御
を行うということは、図３に示されるように、負荷電流を安定する前に検出することとな
り、安定した負荷電流を正確に検出していない。そこで、本実施形態に係る電力供給装置
１０は、時定数に基づいて負荷電流を推算し、その推算結果に基づいてパルス発生部２０
に対するフィードバック制御を行う。
【００４７】
　具体的には、負荷電流が変化を開始して安定するまでに要する時定数を予め求めておき
、２次側電流推定部２８によって、二次側へ流れる電流値を推定する場合に、ＡＤ変換器
２６Ｂから入力される１次側の電流値と予め求められた時定数とに基づいて、負荷電流を
推算する。
　これにより、本実施形態に係る電力供給装置１０は、パルス発生部２０に対するフィー
ドバック制御を早い周期で行っても、負荷電流の制御を精度良く行えることとなる。
【００４８】
　次のステップ１０６では、負荷１２への電力の供給元が定電流出力回路１４Ｂへ切り替
えられてから所定時間経過したか否かが判定され、肯定判定の場合は、ステップ１０８へ
移行し、否定判定の場合は、ステップ１０４へ戻り、第２周期によるパルス発生部２０に
対するフィードバック制御が繰り返される。なお、この時間経過判定は、例えばＡＤ変換
器２６Ｂで行われ、所定時間経過したことを示す判定結果は、ＡＤ変換器２６Ａに出力さ
れる。
【００４９】
　ステップ１０８では、フィードバック制御の周期が、第２周期から第１周期へ変更され
る。第２周期によるフィードバック制御は、第１周期よりも早いものの、その精度は第１
周期の場合に比べて悪い。そこで、定電流出力回路１４を切り替えてから所定時間経過す
ると、負荷電流は略所定値となることから、本実施形態に係る電力供給装置１０は、フィ
ードバック制御の周期を第１周期へ変更することにより、負荷電流に対してより精度の高
い制御を行うことができるようになる。
【００５０】
　具体的には、ＡＤ変換器２６Ｂが、第２周期行っていた１次側の電流値のＡＤ変換を第
１周期で行い、２次側電流推定部２８へ出力することにより、フィードバック制御の第２
周期から第１周期への変更が実現される。これと共に、ＡＤ変換器２６Ａも第１周期で１
次側の電圧値をＡＤ変換し、２次側電流推定部２８へ出力する。
【００５１】
　なお、上記所定時間の間に行われるフィードバック制御の回数は、第２周期の値によっ
て決まるため、上記所定期間は、換言すると第２周期によるフィードバック制御の回数と
いえる。
【００５２】
　以上説明したように、本実施形態に係る電力供給装置１０は、負荷１２へ電力を供給し
ている定電流出力回路１４に異常が発生し、負荷１２へ電力を供給する定電流出力回路１
４を他の定電流出力回路１４へ切り替える場合、切替先の定電流出力回路１４が具備する
パルス発生部２０に対するフィードバック制御の周期を、切り替え前の定電流出力回路１
４における第１周期に比べて早い第２周期とする。
【００５３】
　このため、本実施形態に係る電力供給装置１０は、負荷１２へ電力を供給する定電流出
力回路１４を切り替えても、切替先の定電流出力回路１４から出力される電力をより短時
間で負荷１２が必要とする電力にできる。
【００５４】
　以上、本発明を、上記実施形態を用いて説明したが、本発明の技術的範囲は上記実施形
態に記載の範囲には限定されない。発明の要旨を逸脱しない範囲で上記実施形態に多様な
変更または改良を加えることができ、該変更または改良を加えた形態も本発明の技術的範
囲に含まれる。



(9) JP 5851832 B2 2016.2.3

10

20

【００５５】
　例えば、上記実施形態では、電力供給装置１０が定電流出力回路１４を２つ備える形態
について説明したが、本発明は、これに限定されるものではなく、定電流出力回路１４を
３つ以上備える形態としてもよい。この形態の場合、一の定電流出力回路１４が負荷１２
へ電力を供給し、複数の他の定電流出力回路１４が待機状態とされる。そして、負荷１２
へ電力を供給している一の定電流出力回路１４に異常が発生した場合、負荷１２へ電力を
供給する定電流出力回路１４は、待機状態とされる複数の他の定電流出力回路１４のうち
一の定電流出力回路１４に切り替えられる。
【００５６】
　また、上記実施形態では、異常検出部３２が異常を検出した場合に異常検出信号を出力
する形態について説明したが、本発明は、これに限定されるものではなく、異常検出部３
２が異常を検出していない場合に異常でないことを示す正常信号を出力し、異常を検出し
た場合に該正常信号の出力を停止する形態としてもよい。この形態の場合、待機状態とさ
れている定電流出力回路１４が、負荷１２へ電力を供給している定電流出力回路１４から
の正常信号を受信しなくなった場合に、負荷１２へ電力を供給する定電流出力回路１４が
待機状態とされている定電流出力回路１４に切り替えられることとなる。
【００５７】
　また、上記実施形態では、一次側に流れる電流に基づいて、負荷１２に流れる電流を推
算し、該推算結果に基づいてパルス発生部２０をフィードバック制御する形態について説
明したが、本発明は、これに限定されるものではなく、負荷１２に流れる電流を直接検出
し、該検出結果に基づいてパルス発生部２０をフィードバック制御する形態としてもよい
。
【符号の説明】
【００５８】
　１０　　電力供給装置
　１２　　負荷
　１４Ａ，１４Ｂ　　定電流出力回路
　２０　　パルス発生部
　３０　　ＰＩフィードバック制御部
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